
に
帰
り
、
一
七
六
五
年
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
ア
メ
リ
カ
最
初
の
医

学
校
を
開
校
し
、
「
今
後
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
医
師
は
処
方
美
を

長
い
錬
金
術
時
代
、
と
く
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
実
験
用
ガ
ラ
ス
器

具
が
発
達
し
て
強
酸
・
強
ア
ル
カ
リ
も
使
用
さ
れ
、
秘
願
の
不
老
不

死
の
妙
薬
や
黄
金
の
合
成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
化
学
薬
学
は
格

段
の
進
歩
発
展
を
な
し
、
医
薬
兼
業
の
医
業
か
ら
薬
業
、
薬
学
が
分

離
独
立
し
た
。

神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
ニ
世
は
一
二
四
○
年
憲
法
を
発

令
し
、
医
師
の
薬
局
所
有
を
禁
止
し
て
、
世
界
最
初
の
医
薬
分
業
を

両
シ
チ
リ
ア
王
国
に
お
い
て
実
施
し
た
。
医
薬
分
業
は
、
医
師
の
反

対
も
な
く
他
の
西
欧
諸
国
に
つ
ぎ
つ
ぎ
と
行
わ
れ
て
い
っ
た
。
新
大

陸
に
移
住
し
た
人
達
の
う
ち
、
ア
メ
リ
カ
医
学
の
父
と
称
せ
ら
れ
る

モ
ー
ガ
ン
旨
。
品
目
は
、
英
国
に
留
学
し
て
医
学
を
修
め
ア
メ
リ
カ

西
洋
と
日
本
の
薬
局
、
処
方
妻
の

正
し
い
調
剤
の
始
ま
り

中
室
嘉
祐

発
行
し
て
医
薬
分
業
を
行
う
」
こ
と
を
提
言
し
た
（
ア
メ
リ
カ
に
お

い
て
こ
そ
医
師
自
ら
調
剤
し
て
正
し
い
投
薬
を
し
よ
う
と
の
反
論
は

な
か
っ
た
）
す
な
わ
ち
、
ア
メ
リ
カ
へ
移
住
し
た
人
灸
の
西
欧
の
母

国
で
は
医
薬
分
業
が
正
確
に
行
わ
れ
て
い
た
と
染
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
後
一
七
七
六
年
、
米
国
は
一
三
州
を
も
っ
て
独
立
し
、
全
米
五
○

州
は
法
律
に
よ
ら
ず
完
全
な
医
薬
分
業
が
行
わ
れ
た
。

日
本
で
は
奈
良
時
代
、
中
国
大
国
よ
り
文
化
・
技
術
が
伝
来
し
、

漢
方
医
学
、
本
草
学
も
渡
来
し
た
。
医
師
が
自
ら
診
断
・
処
方
・
調

剤
・
投
薬
す
る
医
薬
兼
業
の
漢
方
医
学
が
徳
川
末
期
ま
で
続
い
た
。

鎖
国
に
な
る
と
和
蘭
商
館
医
を
通
じ
西
洋
医
学
が
伝
わ
り
、
と
く

に
ポ
ン
ペ
國
日
弓
は
幕
府
の
海
軍
伝
習
教
官
を
も
兼
ね
て
い
た
の

で
、
日
本
各
地
の
大
名
な
ど
か
ら
派
遣
さ
れ
た
医
学
生
が
多
数
彼
の

許
へ
集
ま
り
医
学
の
教
え
を
受
け
た
。
ボ
ン
。
へ
は
、
医
学
教
育
は
講

義
や
屍
体
解
剖
で
は
不
可
で
、
病
人
に
つ
い
て
実
際
の
医
学
を
教
え

ね
ば
な
ら
な
い
と
強
く
幕
府
に
申
請
し
て
、
文
久
元
年
日
本
最
初
の

洋
式
病
院
養
生
所
が
開
院
し
た
。
ボ
ン
・
へ
は
、
西
洋
医
学
の
ほ
か
薬

室
に
て
医
学
生
に
処
方
菱
調
剤
を
も
教
え
た
。
医
学
生
は
日
本
各
地

へ
戻
り
、
医
師
が
処
方
菱
調
剤
を
行
う
医
薬
兼
業
の
医
学
（
私
は

「
長
崎
式
西
洋
医
学
」
と
称
し
た
い
）
を
日
本
中
に
拡
め
た
。

153 （43）



明
治
七
年
八
月
、
政
府
は
長
与
専
斎
ら
が
欧
米
を
視
察
し
た
結
果

の
医
制
（
第
四
一
条
、
医
師
〈
自
ラ
薬
ヲ
ヒ
サ
グ
（
売
ル
）
コ
ト
ヲ

禁
ス
、
医
師
〈
処
方
書
ヲ
病
家
二
附
子
シ
相
当
ノ
診
察
料
ヲ
受
ク
ヘ

シ
）
す
な
わ
ち
西
洋
で
の
医
薬
制
度
を
東
京
・
京
都
・
大
阪
の
三
府

に
試
翠
に
布
達
し
た
が
、
そ
の
一
ヶ
年
以
上
前
の
明
治
六
年
二
月

十
五
日
に
大
阪
府
立
病
院
が
開
院
し
、
和
蘭
人
教
師
エ
ル
メ
レ
ン
ス

厚
日
①
昌
昌
い
の
指
導
に
な
る
「
大
阪
府
病
院
各
局
規
則
」
が
開
院
当

日
公
布
さ
れ
、
こ
の
医
局
規
則
と
対
等
に
作
ら
れ
た
薬
局
規
則
に
よ

り
、
薬
局
長
の
管
理
す
る
薬
局
に
お
い
て
、
医
師
の
処
方
菱
を
調
剤

す
る
医
薬
分
業
が
実
施
さ
れ
た
、
日
本
最
初
の
医
薬
分
業
の
始
ま
り

で
あ
る
。
病
院
医
薬
分
業
は
、
そ
の
後
県
立
病
院
で
つ
ぎ
つ
ぎ
と
実

施
さ
れ
、
順
次
日
本
の
全
病
院
薬
局
で
は
、
医
薬
分
業
が
完
全
に
行

わ
れ
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
日
本
中
の
一
般
診
療
所
（
医
院
）
で

は
、
医
師
自
ら
調
剤
す
る
医
薬
兼
業
が
明
治
、
大
正
、
昭
和
へ
と
続

い
た
。一

般
薬
局
に
お
い
て
処
方
妻
調
剤
を
行
う
薬
局
は
き
わ
め
て
少
数

に
限
ら
れ
、
大
学
病
院
門
前
町
の
あ
る
薬
局
、
銀
座
・
御
堂
筋
等
大

都
会
の
特
殊
な
薬
局
に
限
ら
れ
、
一
般
薬
局
は
開
設
以
来
一
枚
の
処

方
菱
調
剤
の
実
績
も
な
か
っ
た
。

敗
戦
と
な
り
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
サ
ム
ス
殴
冒
”
軍
医
は
、
日
本
医
師
・

歯
科
医
師
・
薬
剤
師
の
三
師
会
長
を
集
め
、
日
本
で
は
医
師
は
薬
を

売
り
、
歯
科
医
師
は
金
を
売
り
、
薬
剤
師
は
診
察
を
し
て
い
る
、
と

い
っ
て
欧
米
の
ご
と
く
医
薬
分
業
を
行
う
よ
う
勧
告
し
た
。
国
会
は

医
師
法
、
薬
剤
師
法
等
の
改
正
に
着
手
し
、
厚
生
省
は
全
国
の
薬
局

の
整
備
を
指
導
し
た
。

日
本
薬
剤
師
会
（
同
調
剤
技
術
委
員
会
）
は
、
開
設
以
来
処
方
菱

調
剤
の
経
験
の
な
い
薬
局
に
対
し
、
一
枚
の
処
方
菱
で
全
国
ど
こ
の

薬
局
に
お
い
て
も
ま
っ
た
く
同
一
に
調
剤
さ
れ
る
よ
う
（
処
方
菱
上

の
医
薬
品
は
ま
っ
た
く
同
一
で
も
、
異
な
る
剤
型
や
適
用
と
な
ら
ぬ

よ
う
）
日
本
標
準
調
剤
教
本
（
仮
称
）
の
編
集
に
着
手
し
た
。

当
時
の
国
鉄
の
混
乱
・
乗
車
難
か
ら
、
関
東
（
散
剤
軟
青
剤
等
の

固
型
剤
）
、
関
西
（
内
外
用
液
剤
）
に
分
か
れ
て
、
地
区
の
薬
大
教

授
、
大
学
病
院
薬
局
長
ら
が
編
集
に
あ
た
り
、
総
括
は
東
京
に
て
完

成
し
て
、
昭
和
三
十
年
『
調
剤
指
針
・
初
版
』
を
講
習
会
教
材
本
と

し
て
印
刷
し
、
日
本
薬
剤
師
会
主
催
に
て
、
全
国
の
開
局
薬
剤
師
を

都
道
府
県
毎
に
集
め
、
薬
大
教
授
、
大
学
病
院
薬
局
長
ら
を
講
師
と

し
て
講
習
会
を
開
催
し
た
。
こ
の
教
材
に
改
訂
を
加
え
昭
和
三
十
一

年
『
調
剤
指
針
・
改
訂
版
』
を
広
く
公
刊
し
た
。
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欧
米
に
は
各
国
毎
に
き
わ
め
て
巨
冊
の
特
長
あ
る
調
剤
薬
剤
学
書

が
あ
り
、
日
本
に
も
大
冊
の
調
剤
学
書
が
あ
っ
た
が
、
現
在
日
本
で

は
全
国
の
開
局
薬
局
、
病
院
薬
局
、
薬
科
大
学
薬
学
部
に
お
い
て
、

こ
の
二
○
○
頁
の
小
冊
子
が
改
版
を
重
ね
る
と
は
い
え
、
日
本
調
剤

学
を
代
表
し
て
三
○
年
と
な
っ
た
。

（
奈
良
佐
保
女
学
院
短
期
大
学
）

戦
後
始
ま
っ
た
薬
剤
師
国
家
試
験
の
必
須
課
目
で
あ
る
調
剤
学
の

問
題
は
こ
の
『
調
剤
指
針
』
か
ら
出
題
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
全
国

の
薬
科
大
学
の
調
剤
学
教
育
に
も
こ
の
『
調
剤
指
針
』
が
参
考
書
と

し
て
用
い
ら
れ
た
。
さ
ら
に
日
本
薬
局
方
等
の
改
正
毎
に
、
新
し
い

調
剤
技
術
を
も
加
え
『
昭
和
六
十
一
年
第
八
改
訂
調
剤
指
針
』
と

な
っ
た
。

自
由
民
権
運
動
が
国
会
の
開
設
、
地
租
の
軽
減
、
条
約
改
正
の
三

大
要
求
を
か
か
げ
て
、
近
代
的
立
憲
政
体
の
樹
立
と
、
生
活
の
安

定
、
民
族
自
決
権
の
確
立
を
目
指
し
て
立
ち
上
が
っ
た
日
本
最
初
の

民
主
主
義
運
動
で
あ
る
こ
と
は
、
今
日
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

運
動
は
民
選
議
院
（
国
会
）
の
設
立
を
要
求
し
た
明
治
七
年
か
ら
、

実
際
に
国
会
が
開
か
れ
た
明
治
二
十
三
年
頃
ま
で
続
い
た
。

他
の
地
域
の
民
権
運
動
が
国
会
開
設
運
動
で
ス
タ
ー
ト
し
た
の
に

対
し
て
、
神
奈
川
県
域
の
東
部
、
い
わ
ゆ
る
多
摩
三
郡
（
多
摩
三
郡

が
神
奈
川
県
を
離
れ
て
東
京
府
に
編
入
さ
れ
た
の
は
明
治
二
十
六
年

の
こ
と
で
あ
る
）
と
橘
樹
郡
に
お
い
て
は
民
権
結
社
の
運
動
が
先
行

し
た
。
こ
れ
ら
民
権
結
社
の
結
成
と
そ
の
運
動
に
た
ず
さ
わ
っ
た
川

崎
市
域
の
在
村
的
活
動
家
の
医
師
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

一
阿
部
容
斉
は
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
一
月
一
日
生
ま
れ
。
父

自
由
民
権
運
動
に
か
か
わ
っ
た

川
崎
の
医
師
た
ち

深
瀬
泰
旦
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